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⃝ 防災無線が聞こえなかった。 防災無線が聞こえなかった。

⃝ �安否確認訓練と土のう訓練が同一時間帯で土のう訓練に参加したくても行けず、日時を �安否確認訓練と土のう訓練が同一時間帯で土のう訓練に参加したくても行けず、日時を
ずらして実施しても良かったのではないでしょうか。ずらして実施しても良かったのではないでしょうか。

区長アンケート集計結果（一部抜粋）

（良かった点）

⃝ �今回のときがわ町統一防災訓練は、災害に対して一人一人が意識を高める訓練として大 �今回のときがわ町統一防災訓練は、災害に対して一人一人が意識を高める訓練として大
変有意義でした。変有意義でした。

⃝ �予想以上に多くの皆さんが安否確認名簿を提出してくださった。組代・役員の皆さんも �予想以上に多くの皆さんが安否確認名簿を提出してくださった。組代・役員の皆さんも
名簿の回収に協力的でした。今回の訓練に対し、地区の皆さまが大変ご理解をいただい名簿の回収に協力的でした。今回の訓練に対し、地区の皆さまが大変ご理解をいただい
ていることが良くわかり、防災組織役員として安心しました。ていることが良くわかり、防災組織役員として安心しました。

安否確認世帯数　2,129世帯
（9 月 1 日現在　総世帯数 4,759 世帯）

安否確認人数　5,385人
（9 月 1 日現在　総人口 10,471 人）

土のう作成訓練参加者　64人

（課　題）

⃝ �訓練への関心度があまりないように感じました。名簿の紛失、当日の記入提出をするこ �訓練への関心度があまりないように感じました。名簿の紛失、当日の記入提出をするこ
とを知らなかった等がありました。とを知らなかった等がありました。

⇒多くの方々に関心を持っていただけるように周知してまいります。令和 4 年多くの方々に関心を持っていただけるように周知してまいります。令和 4 年
7 月 12 日ときがわ町大雨災害では、短時間での総雨量が 300mm を超え、避7 月 12 日ときがわ町大雨災害では、短時間での総雨量が 300mm を超え、避
難者数も 100 名を超えました。過去に被害の多かった山間部より平野部での被難者数も 100 名を超えました。過去に被害の多かった山間部より平野部での被
害が多数発生しました。近年、災害の激甚化・頻発化が問題となっています。害が多数発生しました。近年、災害の激甚化・頻発化が問題となっています。
毎年防災訓練を行うことで、防災意識の向上を図っていきます。毎年防災訓練を行うことで、防災意識の向上を図っていきます。

⇒次回以降、更に多くの町民の方が参加できる防災訓練を計画していきます。次回以降、更に多くの町民の方が参加できる防災訓練を計画していきます。
参加者からは、移動系防災行政無線の使い方や、土のうの作り方・設置方法が参加者からは、移動系防災行政無線の使い方や、土のうの作り方・設置方法が
よくわかったとの感想をいただきました。今後も実践的な訓練を実施し、町民よくわかったとの感想をいただきました。今後も実践的な訓練を実施し、町民
一人ひとりが災害に対応できる力や心構え、知識を高めていきます。一人ひとりが災害に対応できる力や心構え、知識を高めていきます。

⇒町では、防災無線の他に町では、防災無線の他に登録制メールの配信登録制メールの配信※1※1、、防災行政無線テレホンサービ防災行政無線テレホンサービ
スス※2※2 を行っております。ご利用ください。を行っております。ご利用ください。
※ 1　�電子メールによる防災情報等の配信サービスです。【※ 1　�電子メールによる防災情報等の配信サービスです。【 t-tokigawa@t-tokigawa@

sg-p.jp】または右の二次元コードから空メールを送信し、返信されるsg-p.jp】または右の二次元コードから空メールを送信し、返信される
メールに記載の URL にアクセスすることで、登録することができます。メールに記載の URL にアクセスすることで、登録することができます。

※ 2　�電話で防災無線が聞けるサービスです。防災無線が聞き取れなかっ※ 2　�電話で防災無線が聞けるサービスです。防災無線が聞き取れなかっ
たときは、たときは、☎☎ 080080--08000800--8432（無料）へお電話ください。8432（無料）へお電話ください。
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